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これまでのバリアフリー化の取組について 

 

（１）駅の主なバリアフリー化の状況 

当社線８６駅（神戸高速線および天神橋筋六丁目駅を除く）のうち、２０２２年８月３日現在の

主なバリアフリー設備の整備状況は次のとおりです。 

 

整備内容 整備状況（駅数） 

エレベーター、スロープの設置により 

バリアフリー化されている駅 
８４駅（整備率約９８％） 

車椅子用トイレが設置されている駅 

８３駅（整備率約９７％） 

※うち７３駅はオストメイト対応の水洗器具を設置して

いるバリアフリートイレ 

エレベーターが設置されている駅 ６８駅 １９１基 

エスカレーターが設置されている駅 ４２駅 ２５０基 

可動式ホーム柵が設置されている駅 ２駅（十三駅（３・４・５号線）、神戸三宮駅） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）車両の主なバリアフリー化の状況 

    当社の最新型車両である１０００系、１３００系では、扉の開閉予告装置や車内案内表示器を設置

するとともに、車椅子スペースの拡大を図っており、その他の車両においても、リニューアル工事に

あわせて、こうした設備の導入を進めています。 

 

 

 

    

 

                   

 

なお、２０２０年度からは、視覚に障がいのあるお客様に車両の乗降口の位置をお知らせするため、

扉が開いている間、誘導音が鳴動する機能を順次導入しています。 

 

可動式ホーム柵（神戸三宮駅） バリアフリートイレ（淡路駅） エレベーター（洛西口駅） 

車椅子スペースの拡大 
扉の開閉予告装置 車内案内表示器 








